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組合 話せる指定席券売機や指定席券売機を増やすことを現場は求めているが、増やさなくて
大丈夫だという具体的根拠は何か。

会社 我孫子駅と龍ヶ崎市駅に窓口があるエリアバランスとか、窓口とMV券売機の発券枚数を
鑑みて特に設置しなくてもできると判断した。

組合 窓口を無くすのだから窓口に代わるものが必要ではないか、２（窓口と券売機）あるもの
が１（券売機）になるのはおかしい。

会社 あくまでも現状の対応としては発券枚数とかMVの稼働状況をみて増設はしないで可能と
いう判断である。また今後の発売状況の変化や体制とかを含め、状況が変化すれば増設の
可能性とかはあるのかなと思うので、逐一状況を把握させてもらう。

組合 指定席券売機を頑なに入れない理由は何か。入れてみてという判断はないのか。
会社 現状の発券枚数を見たということ。増設してみてという現場の判断はあるが、現状を見て

増設しなくても大丈夫という判断をしている。
組合 どうなれば判断してくれるのか。発券枚数でしか見れないのか。
会社 発券状況や駅の管理者とコミュニケーションを取っているが、現状の西口と東口１台ずつ

になるが対応可能という認識である。
組合 現場の声というのは反映されないのか。
会社 社員の声を全く反映しないとは言っていない。現状の把握をしていく。
組合 データだけで判断だけを見るのではなく、現場社員の意見を聞くことが必要だ！

組合 周知について具体的にどこに知らせているのか。
会社 市役所、自治体については首都圏本部から１月下旬に直接訪問している。それ以外は駅で

の対応でポスター、構内放送をしている。近くのアトレ、市役所と連携して５社連絡会や、
学校では取手一高、江戸川学園取手にも訪問している。

組合 守谷（関東鉄道）の方から来るお客さまへの対応は。
会社 隣接する関東鉄道については、水戸支社から連携をいれている。
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